
8章：ベクトル 1：和と実数倍

直線の方程式

369 xy平面上で点 (1, −1)を通り，方向ベクトルが (4, −3)である直線と

原点との距離は である。 （東邦大）

370 △ABCの重心 Gを通る直線が辺 AB，辺 ACと交わっている。

この直線と辺 ABとの交点を P，辺 ACとの交点を Qとおき，定数 k, lを

AP = kAB, AQ = lACにより定める。このとき， 1
k

+ 1
l

= 3が成り立つ

ことを示せ。 （三重大 改）

直線の方程式
Pが直線 AB上の点である条件は，次の ( i )～(iv)のいずれかをみたすことです。

( i ) AP = tAB

(ii) OP = OA+ tAB

(iii) OP = (1− t)OA + tOB

(iv) OP = αOA+ βOB かつ α+ β = 1

どの形でも使えるようにしておきましょう。
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369 (ii)を使いましょう。

370 (iv)を使ってみましょう。



8章：ベクトル 1：和と実数倍

直線の方程式

369 A(1, −1)とし，直線上の点をP(x, y)とすると，直線の方向ベクトルが (4, −3)

であるから

OP = OA + k(4, −3) = (1, −1) + (4k, −3k)
= (1 + 4k, −1− 3k)

したがって

OP
2
= (1 + 4k)2 + (−1− 3k)2 = 25k2 + 14k + 2

= 25
(
k + 7

25

)2

+ 1
25

原点 Oと直線との距離は OP の最小値なので， 1
5
である。

直線と原点 Oとの距離は，方向ベクトル l と OPとが垂直となるときの Pと
Oの距離である。ここで

l ·OP = (4, −3) · (1 + 4k, −1− 3k) = 4(1 + 4k)− 3(−1− 3k)
= 7 + 25k

l · OP = 0より，k = − 7
25
だから

P
(
− 3

25
, − 4

25

)
∴ OP = 1

25

√
(−3)2 + (−4)2 = 1

5

あるいは，点 (1, −1)を通り，方向ベクトルが (4, −3)の直線は

y = − 3
4
(x− 1)− 1 すなわち 3x+ 4y + 1 = 0

点と直線の距離の公式より，求める距離は

3 · 0 + 4 · 0 + 1√
32 + 42

= 1
5

370 Gは△ABC の重心なので
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QAG = AB+AC
3

= 1
3

× 1
k
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3
× 1

l
AQ

Gは直線 PQ上にあるから

1
3

× 1
k

+ 1
3

× 1
l

= 1 ∴ 1
k

+ 1
l

= 3 （証終）


